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多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化 

武道推進モデル校 研究報告 

空手道・剣道 
光市立光井中学校（山口県） 

電話番号 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 
0833-71-0160 

mitsui-j@hikari-net.ed.jp 

 

●実践研究のねらい 
○ 空手道・剣道という２種類の武道を体験することで、それぞれの武道の特性や成り立ちを理解する。 

○ 複数の武道を体験することを通して、礼法や伝統的な行動の大切さなど共通している部分に気付き、

その意味を理解することができる。 

○ それぞれの武道で修練を重ねた地域スポーツ指導者から専門的な指導（実演披露、経験談等も含め

て）を受けることで、武道を身近に感じることができる。 

○ 「相手を尊重する」「自己を律する」など武道で重んじられている精神を学び、学校生活などに役立

てようとする意識と実践力を高める。 

○ 地域スポーツ指導者の専門性の高い指導に触れることで、教員の知識・技能の向上につなげる。 

 

●多様な武道の指導モデル 第１･２･３学年（６学級１３４名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●指導の工夫 
【効果的に指導をするための工夫】 
○ ３年間を見通した実践 

  ３年間を見通して、スモールステップで知識・技能を習得できるよう各学年で指導内容を精選

し、発達段階に応じた「わかる・できる」を経験できるように工夫した。 

○ 指導者との交流 

  ３年間を通して、地域のスポーツ指導者に教えていただくことで、指導者との交流が深まった。

また、その武道の実演を見せていただくことを通して、生徒の興味関心が高まったり、技能の細

部への気付きが生まれたりするなど実際の迫力を感じられるように工夫した。 

○ グループ活動 

  小グループで学習を進めることで、グループ内での教え合い活動や練習、発表など生徒同士が

お互いに主体的に学べるよう工夫した。 

○ 振り返り活動 

  学習用タブレットを使用し、授業毎に振り返りを行うことで自分自身の取組を振り返り、次の

授業へ生かすことができるよう工夫した。 

○ 寒さ対策 

  武道を冬の時期に行うと非常に寒く、裸足になるため足が冷たいということが授業に取り組む

上でマイナス要素になる。そのため、暖房機器を使い環境を整備することで、武道本来の特性や

楽しさにより集中できるよう工夫した。 

様式③ 



●授業の様子 

 

 

 
【空手道：下段払いの練習】 

はじめに、基本的な突きや蹴り、払い、構え、

形等の学習を行い、その後グループごとに集

団演舞を行った。形は、１年生は基本形Ⅰ、２・

３年生は基本形Ⅰとピンアン二段を学び、グ

ループで選択できるよう工夫した。 

 【剣道：判定試合】 
剣道の歴史や特性、面･小手･胴などの基本

技の習得を行った。その後、１年生は新聞紙切

り、２年生はリズム剣道、３年生は判定試合を

行い段階的に剣道の特性を味わえるようにし

た。 

 

●生徒の取組み方や意識の変容、感想など 
１．多様な武道（※２種目以上ま

たは、柔道、剣道、相撲以外の

武道）を学習したことで、武道

への関心は高まりましたか。 

２．多様な武道を学習したこと

で、伝統的な考え方や行動の仕

方への理解は深まりましたか。 

３．多様な武道を学習する授業は

楽しいですか。 

  

 

 

○ 何の武道をするにしても『礼で始まり礼で終わる』という礼の大切さなどを知ることができました。 

○ 武道は勝ち負けというよりは、相手がいるから勝負ができるという思いやりの心を大切にして対決

をしているということがわかったことが、武道をやって良かったと思いました。また、私がスポーツ

をする時にもしっかり出入りに礼をすることが身につきました。 

 

●成果 
○ 本年度は、昨年度の振り返りをもとに各学年で段階的な指導を行うことを目標に授業計画を立て実

施することができた。段階的な指導を行うことで、生徒は自分たちの成長を感じることができた。 

○ グループ学習を通じて、お互いに教え合う、学び合う姿勢が養われた。また、グループでの発表、判

定試合を通して、お互いに意思疎通を図りながら意欲的に取り組む姿が見られた。 

○ 振り返り活動を行うことで、生徒が活動を振り返り、次時につながる気付きを得ることができた。 

 

●課題 
○ 各学年の目標を明確にしたことで、生徒が目標を意識して意欲的に取り組む姿が見られた。生徒の

実態を意識し、生徒に応じた課題の設定や段階的な指導を考えながら実施していくことの大切さを感

じた。 
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